
大山を日本遺産へ申請は？
大山の魅力発信のため
　　　　　　取り組みたい

「自宅で最期を迎えたい」が半数以上

開山1300年をひかえて

【
近
藤
】
内
閣
府
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
国
民
の
半
数

以
上
は
自
宅
で
の
最
期
を

望
ん
で
い
る
。

　

自
宅
で
の
看
取
り
に
つ

い
て
本
町
の
現
状
と
課
題

は
。

【
町
長
】
住
み
な
れ
た
自
宅

で
家
族
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
時
間
を
過
ご
し
、
自

然
な
最
期
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
は
大
切
だ
と
思
って

い
る
。
家
族
で
介
護
を
し

た
り
、
看
取
る
こ
と
を
通

し
て
、
老
い
や
死
、
命
の
大

切
さ
、
家
族
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。

　

30
年
前
ま
で
は
自
宅
で

の
看
取
り
が
８
割
だ
っ
た
が
、

現
在
は
病
院
、
介
護
施
設

な
ど
で
の
看
取
り
が
８
割

と
なっ
た
。
自
宅
で
の
看
取

り
は
、
特
に
家
族
の
理
解
、

協
力
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　

本
町
で
は
平
成
23
年
に
、

自
宅
で
の
看
取
り
を
支
援

す
る
仕
組
み
と
し
て
「
は

る
か
の
窓
口
」を
開
設
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
９
人
の
登
録

が
あ
っ
た
が
、
既
に
亡
く
な

り
、
現
在
は
登
録
者
が
ゼ

ロ
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
面

も
あ
り
、
機
会
を
捉
え
て

広
報
も
必
要
と
思
う
。

近藤　大介  議員

自宅での看取りは？

家族の協力が重要である町長

大杖　正彦  議員

【
大
杖
】
大
山
に
は
、

1
3
0
0
年
と
い
う
歴

史
や
阿
弥
陀
堂
・
大
神
山

神
社
・
大
山
寺
な
ど
の
建

造
物
に
加
え
、
な
に
よ
り

大
山
と
い
う
名
勝
地
も
あ

る
。
さ
ら
に
御
幸
行
列
や

僧
兵
太
鼓
、
も
ひ
と
り
神

事
と
い
っ
た
伝
統
・
風
習

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
生
か

す
た
め
、
日
本
遺
産
へ
の

登
録
を
め
ざ
し
て
は
。

【
町
長
】
日
本
遺
産
制
度

は
、
文
化
や
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が

認
定
す
る
も
の
で
、
文
化

財
な
ど
を
利
用
し
て
外
国

人
な
ど
の
観
光
客
の
増
加

を
は
か
る
地
域
振
興
事
業

で
あ
る
。

　

開
山
1
3
0
0
年
を

絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、

大
山
を
中
心
と
し
た
日
本

遺
産
認
定
に
む
け
て
取
り

組
み
た
い
。

【
大
杖
】
申
請
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
歴
史
的

ス
ト
ー
リ
ー
と
戦
略
は
。

【
町
長
】
大
山
の
豊
か
な

水
と
大
地
の
恵
み
、
日
本

三
大
と
い
わ
れ
る
牛
馬
市
、

こ
れ
を
大
山
道
で
つ
な
げ

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
い

る
。

　

認
定
申
請
に
は
「
伯
耆

の
国
の
大
山
」
と
い
う
近

隣
市
町
村
を
巻
き
込
ん
だ

広
域
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

町長
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